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①
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
事
を

教
え
た
い
で
す
か
。

　
自
分
の
名
前
は
家
族
か
ら
も

ら
っ
た
最
大
の
贈
り
物
で
す
。一

生
愛
を
感
じ
な
が
ら
大
切
に
書

い
て
欲
し
い
で
す
。デ
ジ
タ
ル
の

文
字
の
や
り
取
り
が
増
え
た
時

代
で
も
、一
生
懸
命
手
で
書
い
た

手
紙
は
た
く
さ
ん
の
想
い
を
伝

え
ら
れ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

②
講
座
の
目
標
は
。

　
学
び
を
活
か
し
て
、今
の
自
分

が
好
き
な
言
葉
を
精
一
杯
、ゆ
っ

く
り
、誠
実
に
書
き
上
げ
る
こ
と

を
今
回
の
目
標
と
し
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　
字
は
明
日
う
ま
く
な
り
た
い
、

書
き
た
い
と
い
っ
て
も
書
け
ま

せ
ん
。一
つ
ず
つ
丁
寧
に
コ
ツ
コ

ツ
と
習
う
こ
と
が
大
事
で
す
。大

①
夢
づ
く
り
大
学
の
教
授
に
申
し
込
ん
だ

理
由
は
。

　
ま
ず
、「
夢
づ
く
り
大
学
」と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
い
い
で
す
ね
。将
来
、ダ
ン
ス
を

続
け
て
も
ら
い
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
。夢
に
向
か
っ
て
自

分
で
目
標
を
持
ち
、楽
し
く
や
っ
て
も
ら

う
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
事
を
教
え
た
い

で
す
か
。

人
に
な
っ
て
必
ず
自
分
の
中
の
宝

と
な
り
ま
す
。

④
子
ど
も
た
ち
の
感
想（
小
学

1
・
２
年
生
）

　
楽
し
か
っ
た
。も
っ
と
字
が
う

ま
く
な
り
た
い
。

特 集
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学
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人

・
開
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月
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月
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休
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・
時
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研
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学
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開
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６
月
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１１
月
　
毎
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金
曜
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・
時
　
間
　
午
後
６
時
〜
７
時

・
会
　
場
　
文
化
会
館  

リ
ハ
ー
サ
ル
室

・
学
生
数
　
９
人

・
開
催
日
　
６
月
〜
３
月
　
第
一
土
曜
日

・
時
　
間
　
午
後
６
時
〜
８
時

・
会
　
場
　
総
合
体
育
館
　
競
技
場

　
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
の

児
童
が
受
講
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、基
本

的
な
こ
と
を
身
に
付
け
て
、長
く
続
け
て
も

ら
い
、ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。ス

ポ
ー
ツ
に
役
立
つ
柔
軟
性
を
身
に
付
け
、リ

ズ
ム
感
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
作
る
と
い
う
協

調
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
、チ
ー
ム
み

ん
な
で
助
け
合
い
、カ
バ
ー
し
あ
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。

③
講
座
の
内
容
は
。

　
体
の
柔
軟
性
を
養
う
た
め
に
基
本
の
ス

ト
レ
ッ
チ
か
ら
体
作
り
を
し
ま
す
。ダ
ン
ス

の
基
本
を
練
習
し
な
が
ら
振
付
も
や
っ
て

い
き
ま
す
。１
年
に
１
度
の
発
表
会
を
目

標
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

④
子
ど
も
た
ち
の
感
想（
年
長
）

　（
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
が
）楽
し

か
っ
た
。ブ
リ
ッ
ジ
が
難
し
か
っ
た
。

①
夢
づ
く
り
大
学
の
教
授
に
申
し
込
ん
だ

理
由
は
。

　
自
分
も
や
っ
て
い
る
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

と
い
う
競
技
を
、も
っ
と
多
く
の
人
に
広

め
て
い
き
た
い
か
ら
で
す
。森
町
の
子
ど

も
た
ち
に
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

②
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
事
を
教
え
た
い

で
す
か
。

　
ま
ず
は
、フ
リ
ス
ビ
ー
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
、次
に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
究
極

の
ス
ポ
ー
ツ「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。大
人
に
な
っ
て
も
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
に
関
わ
る
人
が
少
し
で
も
増

え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

③
講
座
の
内
容
は
。

　
誰
で
も
投
げ
ら
れ
る
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使

っ
て
、気
軽
に
体
を
動
か
し
ま
す
。主
に
ド

ッ
チ
ビ
ー
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、ア
ル
テ
ィ
メ

ッ
ト
と
い
っ
た
競
技
を
行
い
ま
す
。

④
子
ど
も
た
ち
の
感
想（
小
学
４
・
５
年

生
）

　
汗
か
く
し
暑
い
け
ど
楽
し
い
。こ
こ
で
初

め
て
習
っ
た
け
ど
楽
し
い
。人
に
当
て
る
の

が
楽
し
い
。子
供
教
室
で
も
み
ん
な
と
一
緒

に
や
っ
て
み
た
い
。

「
森
の
夢
づ
く
り
大
学
」で

　
　
　
　子
ど
も
向
け
講
座
が
ス
タ
ー
ト

「
森
の
夢
づ
く
り
大
学
」で

　
　
　
　子
ど
も
向
け
講
座
が
ス
タ
ー
ト

　
町
の
生
涯
学
習
講
座「
森
の
夢
づ
く

り
大
学
」の
開
講
式
が
５
月
２５
日
に
行

わ
れ
、今
年
で
１３
年
目
を
迎
え
た
同
大

学
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。今
年

度
は
パ
ソ
コ
ン
や
書
道
、太
極
拳
な
ど

４９
講
座
が
開
講
。延
べ
５
５
２
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
味
に
応
じ
た
講
座
を
受

講
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
向
け
講
座
を
紹

介
し
ま
す
。

教授に書き方を教わる子どもたち

教室内のようす教室内のようす

音に合わせて踊る子どもたち音に合わせて踊る子どもたち

ブリッジで柔軟体操ブリッジで柔軟体操

的に向かってフリスビーを投げる子どもたち的に向かってフリスビーを投げる子どもたち

全員でアルティメットを楽しむ全員でアルティメットを楽しむ 真剣な表情で指導を受ける子ども真剣な表情で指導を受ける子ども

問
　
森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　

　
　
☎
８
５

－

１
１
１
２

子
供
硬
筆
習
字（
5
回
）

楽
し
く
Ｈ
Ｉ
Ｐ 

Ｈ
Ｏ
Ｐ（
20
回
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
フ
リ
ス
ビ
ー
）教
室（
10
回
）

教
授
　
鈴
木
春
翠

教
授
　
大
場
亮
尋

あ
き
ひ
ろ

教
授
　
平
野
雄
介

し
ゅ
ん
す
い

森森
の
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information

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の
見
直
し

高
齢
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　

軽
減
対
象
所
得
が
基
準
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
、そ
の
所
得

に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割・５
割・２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、対
象
と
な
る

世
帯
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
７
割
軽
減
の
軽
減
対
象
所
得
金
額
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り

　

33
万
円
以
下
で
す
。

※
軽
減
対
象
所
得
と
は
、世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
及
び
特
定

　

同
一
世
帯
所
属
者
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
70
歳
以
上
の
方
が
お
使
い
の「
高
齢
受

給
者
証
」が
う
ぐ
い
す
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、自
己
負
担
割
合
は
30
年
中
の
所
得
で
判
定
さ

れ
る
た
め
、前
回
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
払
い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、受

診
前
に
国
保
年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
及
び一般
の
方
は
、認

定
証
は
不
要
で
す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓
口
の
支
払
は

限
度
額
ま
で
で
す
）

国
保
税
に
滞
納
の
あ
る
世

帯
に
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

認
定
証
の
発
行
を
受
け
て

お
ら
ず
、窓
口
の
支
払
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、高

額
療
養
費
と
し
て
差
額
を

払
い
戻
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
が「
オ
レ
ン
ジ
色
」に
変

わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、７
月
中
旬

以
降
に
黄
色
の
封
筒
に
入
れ
て
郵

送
し
ま
す
。

　

な
お
、自
己
負
担
割
合（
１
割
ま

た
は
３
割
）は
、30
年
中

の
所
得
で
判
定
さ
れ
る

た
め
、前
回
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
交
付
を
受
け
て
お
り
、元
年

度
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
に
同

封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　

所
得
区
分
の
判
定
が
で
き
な
い
方

（
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
所
得
の
申

告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
等
）は
、再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

認
定
証
の
発
行
を
受
け
て
お
ら

ず
、窓
口
の
支
払
が
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、高
額
療
養
費
と
し

て
差
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
の
支
払

い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額

に
な
る
場
合
は
、受
診
前
に
国
保
年

金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ

及
び一般
の
方
は
、認
定
証
は
不
要
で

す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓
口
の
支

払
は
限
度
額
ま
で
で
す
）

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
の

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、「
被
保
険
者
証

（
藤
色
）」と「
高
齢
受
給
者
証（
う
ぐ
い
す
色
）」の
両

方
を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者
医
療
保
険　
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

33万円＋50万円
　　　　×被保険者数

33万円＋51万円
　　　　×被保険者数

33万円＋27万5千円
　　　　×被保険者数

33万円＋28万円
　　　　×被保険者数

2割軽減5割軽減

改正前 改正前

改正後 改正後

後期高齢者支援金分と介護保険分
の賦課限度額は前年度と同額です。

※

賦課限度額について、医療保険分を
3万円引き上げます。

医療保険分 ５8万円 61万円

賦
課
限
度
額
の
見
直
し

2

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

1

※※

※

国民健康保険税に関することは…………………………
国民健康保険・後期高齢者医療保険に関することは…

役場税務課町民税係 ☎８５－６３０８
役場住民生活課国保年金係 ☎８５－６３１３問合わせ先

改定後改定前賦課区分

※
左
記
の
金
額
以
下
が
軽
減
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
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もりまち
生活応援

　町では、消費税率の引き上げによる消費への影響緩和と、地域経済の下支えのた
め、低所得の方･子育て世帯の世帯主の方向けのプレミアム付商品券を販売します。

プレミアム率
25％プレミアム商品券を販売します

☆取扱店として登録をご希望の事業所・店は、森町商工会までお問い合わせください

❶ 今年度の住民税非課税の方(2019年1月1日に森町に住民登録があること。）　
   ＊ただし、今年度住民税が課税されている方に扶養（税法上の扶養控除）されている方及び生活保護を受けてい

る方などは対象外です。

❷ 2016年4月2日以降に生まれたお子さんがいる子育て世帯で、2019年6月1日に住民登録があ
る世帯主の方。（2019年7月31日と9月30日の基準日でも、お子さんの確認をします。）

販売対象者01

❶ 今年度住民税非課税の方で対象となる方には、7月下旬から引換券の申請案内をし、8月末まで
の申請受付分は、審査のうえ9月下旬に「引換券」を送付します。

     ＊9月以降に申請受付分は、審査のうえ10月以降の｢引換券｣発送を予定しています。

❷ 2016年4月2日～2019年7月31日生まれのお子さんがいる子育て世帯の世帯主の方には、9
月下旬に対象のお子さんの人数分｢引換券｣を送付します。

    ＊2019年8月1日～2019年9月30日生まれのお子さんがいる子育て世帯の世帯主の方へは、11月頃の「引換
券」発送を予定しています。

「引換券」による商品券購入02

❶ 商品券の額面は、1枚500円です。10枚綴りで1冊とし、1冊単位で販売します。
❷ 引換券1枚あたり、5冊まで販売します。1回に1冊から、5冊まで購入できます。
❸ 販売価格は、1冊4,000円(額面5,000円)･･･5冊では2万円(額面２万５千円)

商品券の額面と販売単位03

森町商工会　＊引換券と代金をお持ちください。販売開始日は追ってお知らせします。

販売窓口04

2019年10月1日(火)から2020年2月29日(土)までです。

商品券使用期間05

もりまち生活応援プレミアム商品券取扱店として登録した、森町内で商品等を提供する事業所･店
です。 ※具体的な取扱店は、後日発送予定の｢引換券｣に同封します。

取扱店06

役場保健福祉課  ☎︎８５-１８００

森町商工会  ☎︎８５-３１２６

問合せ先

問合せ先
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information

問　役場保健福祉課保健係　☎85-6330

問合せ先　役場保健福祉課保健係　☎85-6330

風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます
　

昭
和
37（
1
9
6
2
）年
4
月
2
日
～

昭
和
54（
1
9
7
9
）年
4
月
1
日
の
間

に
生
ま
れ
た
男
性
は
、風
し
ん
の
公
的

な
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
年

齢
層
で
あ
り
、風
し
ん
の
抗
体
保
有
率

が
低
い
世
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、2
0
2
2
年
3
月
31
日

ま
で
の
期
間
に
限
り
、昭
和
37
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
54
年
4
月
1
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
に
ク
ー
ポ
ン
券

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
、ま
ず
は

抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、十
分

な
抗
体
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
人

は
、風
し
ん
第
５
期
の
定
期
接
種
の
対

象
と
な
り
、麻
し
ん・
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

昭和47年4月2日～
昭和54年4月1日生まれの男性

上記以外の対象者（昭和37年4月
2日～昭和47年4月1日生まれの
男性）には、今年度クーポン券が配
布されませんので、ご希望の方は、
役場保健福祉課にお申し込みくだ
さい。

今年度クーポン券発送対象者

　出産後はホルモンのバランスが崩れたり、慣れない育児が始まるなど心身ともに体調を崩しやす
い時期です。4月1日から、産後の経過が順調かを確認するための産婦健康診査が、公費負担により
受けられます。産婦健康診査受診票を使用し、ぜひ受診しましょう。

　出産されたお母さんと赤ちゃんの新生活をスムーズにスタートするため、医療機関や助産院にて
宿泊や日帰り、または助産師等に自宅に訪問してもらい、お母さんの体や赤ちゃんのケア、授乳・育
児相談等が受けられる事業です。

森町産後ケア事業がはじまりました

産婦健康診査を受けましょう

森町に住民票がある方で、以下に該当する産後４か月未満のお母さんと赤ちゃん
・体調不良や育児不安等がある方
・出産後、家族などから家事や育児等の支援が受けられない方
※医療行為が必要な方は利用できません。
※対象の児以外のきょうだいは、利用できません。
母と赤ちゃんの健康管理､乳房のケア､育児相談、授乳方法などの助言や指導､
沐浴等の育児指導等
対象となる方かどうかの確認をさせていただきますので、保健福祉課にご相談く
ださい。

第1回：産後2週間（おおむね出産後5日から21日以内）
第2回：産後1か月（おおむね出産後22日から56日以内）
1回につき上限5,000円が助成されます。
問診、医師診察、血圧、体重測定、尿検査、
産後のこころの健康チェック等

※サービス実施施設や、利用に伴う費用については、下記までお問合せください。

【サービスの内容】

【健診を受ける時期】

【 助 　 成 　 金 　 額 】
【 健 　 診 　 内 　 容 】

【 利 用 方 法 】

【 対 象となる方 】
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●次代を担う世代に、消防業務や防災、居住・通学している市町について関心を持って
もらうため、エンブレムのデザイン（原案）を募集します。

●決定したデザインは、令和２年４月の袋井消防庁舎開署に合わせ、袋井消防本部オリ
ジナルエンブレムとして、消防職員の制服のワッペンにするほか、ホームページや各
種イベントなどで広く活用します。

（１）「森町」、「袋井市」をイメージできること
（２）「袋井消防」又は「FUKUROI F.D」の文字を入れること

❶デザインの要件

森町・袋井市在住、在学の中・高校生❷応募資格
袋井消防庁舎落成式で発表します。

（採用者には、後日、感謝状、エンブレム入り
記念品を贈呈）

袋井消防本部総務課、森分署、袋井消防署、
浅羽分署、山梨分遣所で配布する応募用紙に
記載し、持参、郵送、電子メールで受け付けま
す。応募用紙は、袋井市ホームページからダ
ウンロードもできます。

❹応募方法

10月31日（木）まで　※当日消印有効❺応募期限

〒437-0064　袋井市川井996番地の２
袋井市森町広域行政組合袋井消防本部　　　　
総務課消防総務係
電    話　０５３８-４４-５１１１
Ｅ-Ｍail　shobosoumu@city.fukuroi.shizuoka.jp

❻応募・問合せ先

募集の概要

袋井消防本部のシンボル、エンブレムデザインを募集します

❸結果発表等
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３
月
下
旬
に
開
か
れ
た「
森
の

石
松
ま
つ
り
」の
様
子
を
捉
え
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
こ
の
ほ
ど

実
施
さ
れ
、浜
松
市
北
区
の
松
浦

嘉
人
さ
ん
の「
天
森
橋
で
ひ
と
休

み
」が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。こ
の
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
▽
優
秀
賞　

岩
本
雅
志
、土
戸

幸
男（
森
町
）▽
入
選　

木
下
安

雄
、小
松
原
清（
浜
松
市
浜
北
区
）、

松
井
義
雄
、南
沢
万
里
子（
森
町
）、

菅
家
司
、山
田
登
祥（
袋
井
市
）、白

畑
健
一（
掛
川
市
）

　

袋
井
消
防
本
部
は
、地
域
の
小

学
生
が
防
火
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
活

動
す
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
編
成

式
を
６
月
20
日
に
宮
園
小
、24
日

に
森
小
で
行
い
ま
し
た
。今
年
度
、

町
内
で
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
の
は

宮
園
小
４
年
生
の
14
人
と
森
小
４

年
生
の
16
人
で
す
。少
年
消
防
手

帳
と
ク
ラ
ブ
員
章
を
受
け
取
っ
た

児
童
ら
は「
火
災
予
防
を
学
び
、絶

対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」な
ど

の
防
火
の
誓
い
を
全
員
で
唱
和
し

ま
し
た
。児
童
ら
は
、夏
休
み
に
袋

井
消
防
本
部
で
体
験
学
習
す
る
ほ

か
、地
元
消
防
団
の
夜
警
活
動
に

参
加
す
る
な
ど
今
後
１
年
間
、防

火
や
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

遠
江
総
合
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
系
列
の
３
年
生
29
人
が
天
宮

の
村
登
屋
と
共
同
開
発
し
た
の
は

「
遠
高
物
語
～
チ
ー
ズ
も
り
も
り

コ
ー
ン
パ
ン
～
」で
す
。フ
ー
ド
デ

ザ
イ
ン
の
授
業
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、森
町
の
特
産
品
を
使
い
、

森
町
の
良
さ
や
雰
囲
気
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
商
品
を
目
指
し
全

員
が
納
得
で
き
る
味
の
パ
ン
が
完

成
し
ま
し
た
。遠
高
生
が
考
案
す

る
の
は
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま

す
。焼
き
上
げ
た
パ
ン
は
、６
月
８

日
に
行
わ
れ
た
文
化
祭（
澄
心
祭
）

で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、用
意
し
た

２
０
０
個
の
パ
ン
は
す
ぐ
に
完
売
。

文
化
祭
以
降
も
村
登
屋
で
販
売
す

る
予
定
で
す
。

　

森
町
消
費
者
ク
ラ
ブ（
岡
田
ス

ミ
エ
会
長
）で
は
毎
年
５
月
に
実

施
さ
れ
る
消
費
者
月
間
に
合
わ

せ
、５
月
30
日
、消
費
者
月
間
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。同

ク
ラ
ブ
の
会
員
７
人
と
袋
井
警
察

署
の
職
員
、地
域
安
全
推
進
委
員

が
町
内
ス
ー
パ
ー
の
出
入
り
口
な

ど
３
箇
所
で
、の
ぼ
り
を
持
っ
て
呼

び
か
け
を
実
施
。振
り
込
め
詐
欺

へ
の
注
意
を
促
す
カ
ッ
ト
バ
ン
や

悪
徳
商
法
の
手
口
や
相
談
窓
口
が

書
か
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
が
入
っ
た
、啓
発
グ
ッ
ズ
１
８
０

セ
ッ
ト
を
配
り
、振
り
込
め
詐
欺

や
悪
質
商
法
の
被
害
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

町
で
は
、雨
の
多
く
な
る
時
期

に
備
え
る
た
め
、６
月
２
日
に
乙

丸
町
内
会
を
対
象
に
土
砂
災
害

に
対
す
る
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。訓
練
は
、大
雨
洪
水
警
報
発

令
後
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、避

難
勧
告
が
出
さ
れ
た
と
の
想
定
で

実
施
さ
れ
、住
民
と
消
防
団
員
、

県
や
町
職
員
を
合
わ
せ
た
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。住
民
ら
は
午

前
８
時
30
分
の
同
報
無
線
の
訓
練

避
難
勧
告
発
令
と
と
も
に
、避
難

所
と
想
定
し
た
乙
丸
公
民
館
に
速

や
か
に
避
難
。公
民
館
で
は
、県
砂

防
課
職
員
が
大
雨
洪
水
と
土
砂

災
害
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
、

住
民
ら
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

「
森
の
石
松
ま
つ
り
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

地
域
の

防
火
リ
ー
ダ
ー
誕
生

振
り
込
め
詐
欺
に

気
を
つ
け
て
！

コ
ー
ン
パ
ン
を
共
同
開
発

文
化
祭
で
販
売

土
砂
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練

会場に並べられた作品

呼びかけをする森町消費者クラブの会員たち

乙丸公民館での講義のようす

少年消防手帳を受け取る宮園小クラブ員たち

パンを販売する遠高生たち
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MORIMA CHI NO KEIJIBAN

もりまちからの情報発信！

全
て
の
幼
小
中
学
校
で

エ
ア
コ
ン
の
使
用
開
始

脳
い
き
い
き
塾
で

認
知
症
の
早
期
予
防
を
！

そ
ろ
ば
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
県
大
会

優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場

森
町
歴
史
伝
統
文
化
保
存
会

定
期
総
会
を
開
催

学
校
給
食
に

「
遠
州
森
の
茶
」を
提
供

　

昨
夏
の
猛
暑
を
受
け
、整
備
を

進
め
て
い
た
森
町
の
公
立
幼
稚

園
の
保
育
室
と
遊
戯
室
に
17
台
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
と
一
部

の
特
別
教
室
に
92
台
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
完
了
し
、６
月
18
日
、森

小
学
校
で
稼
働
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。太
田
町
長
が「
暑
い
日
も

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
の
で
、元

気
に
楽
し
く
勉
強
が
で
き
ま
す
」

と
挨
拶
し
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ

る
と
、児
童
か
ら
は「
風
が
来
た

よ
」「
涼
し
く
て
気
持
ち
い
い
」な

ど
と
喜
び
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。今
後
は
、真
夏
日
な
ど
で
も

教
室
の
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使

用
し
て
、快
適
な
環
境
で
勉
強
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

６
月
25
日
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で「
脳
い
き
い
き
塾
」が
開
催

さ
れ
、２
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、講
師
の
小
林
由
貴
美
先
生
の

指
導
の
も
と
、脳
ト
レ
や
折
り
紙
、

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
の
芯
を
使
っ
た
健

康
体
操
、血
行・リ
ン
パ
を
流
す
皮

膚
体
操
、バ
ル
ー
ン
を
使
っ
た
感

覚
統
合
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。参

加
者
か
ら
は「
初
め
て
参
加
し
た

が
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」「
家

だ
け
に
い
る
と
困
る
か
ら
予
防
の

た
め
に
参
加
し
ま
し
た
」な
ど
と

様
々
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
元
気
な
う
ち
か
ら
ぜ
ひ

一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
23
日
に
兵
庫
県
神
戸
市
で

開
か
れ
る「
そ
ろ
ば
ん
グ
ラ
ン
プ
リ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
９（
そ
ろ
ば
ん
日

本
一
決
定
戦
）」に
出
場
す
る
宮
園

小
学
校
５
年
生
の
武
田
永
遠
さ

ん
が
６
月
28
日
に
森
町
役
場
を
訪

れ
、太
田
町
長
に
健
闘
を
誓
い
ま

し
た
。永
遠
さ
ん
は
、入
手
そ
ろ
ば

ん
教
室（
袋
井
市
）で
年
長
か
ら
習

い
始
め
、小
２
で
１
級
に
合
格
。毎

朝
自
主
練
に
も
励
み
、４
月
28
日
に

行
わ
れ
た
県
大
会（
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
）

で
見
事
優
勝
し
、全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。永
遠
さ
ん
は
珠
算
を

披
露
し
、「
満
点
取
っ
て
決
勝
に
進

出
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
、町
長
は

「
自
分
が
満
足
い
く
結
果
が
残
せ

る
よ
う
体
調
を
整
え
て
集
中
し
て

や
っ
て
下
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
６
月
16
日
、森
町
文
化
会
館
で

２
月
に
発
足
し
た
森
町
歴
史
伝
統

文
化
保
存
会（
鈴
木
廣
一
郎
会
長
）

の
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
に
は
、太
田
町
長
や
教
育

長
が
出
席
し
、集
ま
っ
た
約
90
人

の
会
員
に
感
謝
の
気
持
ち
と
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、文
化
財
に
関
す
る

研
修
事
業
や
保
存・保
護
活
動
を

実
施
す
る
本
年
度
の
事
業
計
画
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。鈴
木
会
長

は「
会
員
数
が
２
３
０
人
を
超
え
、

会
員
の
皆
様
の
期
待
も
非
常
に
大

き
い
も
の
で
あ
り
、責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。地
域
全
体
で
、

文
化
財
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、「
郷
土
の
歴
史
と
食

文
化
」と
題
し
た
講
演
や
町
内
に

あ
る
山
城
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

森
町
茶
商
組
合（
松
浦
芳
雄
組

合
長
）は
６
月
10
日
、教
育
委
員

会
を
訪
れ
、町
内
の
保
育
園
や
幼

小
中
学
校
の
給
食
用
に
と
新
茶
の

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
３
０
０
ｋｇ
を
寄
贈

し
ま
し
た
。20
年
以
上
前
か
ら
続

け
て
い
る
活
動
で
、今
年
は
例
年

よ
り
さ
ら
に
お
い
し
い
お
茶
を
比

奈
地
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

松
浦
組
合
長
は「
子
ど
も
の
頃
か

ら
お
い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で
、お
茶

に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、教
育
長
は「
健
康
づ
く
り

や
食
育
を
進
め
る
町
に
と
っ
て
、お

茶
の
良
さ
や
魅
力
を
形
と
し
て
提

供
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
た

い
」と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

挨拶する鈴木会長

太田町長に表敬訪問した武田永遠さん

健康体操をする参加者たち

左から松浦組合長、教育長、大石副組合長

エアコンの効果を確かめる町長と児童
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もり もり Topics MORI MORI TOPICS
もりまちの情報！ニュース！etc.

もり

もりもり

もり

　６月９日、常磐会（三浦政利会長）は、三島神社に奉
納されていた大横笛「常磐の笛」の修繕を終え、再び
奉納しました。大横笛は長さ３m、直径15㎝。劣化箇
所の修復に合わせて、黒い塗料と漆を塗り直したほ
か、大横笛を作った当時の会員の名前を記した金属
板も付けました。三浦会長は「常磐会の団結力の象
徴として後世に長く残せるよう、祈っています」と語り
ました。

　6月19日、三倉小学校で「動物愛護教室」が開催さ
れ、全校児童18人が、犬の習性に応じた接し方を学び
ました。県動物保護協会磐田支部が、ペットに関する
正しい知識を伝えようと、県西部の小中学校で巡回開
催しています。児童たちは人と犬の心臓の音を聞き比
べ、災害救助犬による訓練を見学。登録ボランティア
の皆さんの飼い犬とも実際にふれあい、信頼関係を築
いていました。

　一宮幼稚園の園児35人が6月4日、一宮谷崎天神
社裏にある梅園で青梅狩りを体験しました。神社の
氏子らでつくる天神会（中村康夫会長）が梅園を管理
しており、会員と園児との交流は今回で12回目。園
児は会員から説明を受けた後、梅狩りに挑戦。「大き
いのがいっぱいとれたよ」などと笑顔を見せていまし
た。幼稚園で2週間ほどかけて梅ジュースにし、みん
なで味わいます。

　森小学校では、今年度から6年生を対象に「総合的
な学習の時間」に、町の歴史について学習し、郷土へ
の理解と愛着を深めています。6月14日には、森町観
光ボランティアガイドの協力により、町内の神社、仏閣
や氷砂糖工場跡などを見学し、説明を聞いて学ぶ「歴
史探検」を開催。児童たちは、普段の生活では気づきに
くい身近な歴史の話にとても興味深いようすで説明に
耳を傾けていました。

犬とのふれあいで動物愛護を学ぶ

生まれ変わった「常磐の笛」

森小児童が町の魅力再発見

袋いっぱいに梅狩り

青梅狩りを体験する一宮幼園児たち

氷砂糖工場跡の説明で熱心にメモをとる森小児童たち

再び奉納された「常磐の笛」

犬とふれあう三倉小児童
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広報もりまち動画版
スマホやパソコンからアクセス

森町ホームページで
動 画 公 開 中

インターネットで「広報もりまち動画版」
と検索していただくか、右のQRコードを
スマホや携帯から読み取ってください。

もり もり

もりもり

　森町一宮の水と環境を守る会(榊原淑友会長)は５
月29日、一宮幼稚園の年中・年長園児24人とサツマ
イモのつるさしを行いました。荒廃農地の解消や休
耕地の利用のため、会員たちが12年前から、つるさ
しの仕方や農業の楽しさ、収穫の喜びを伝えていま
す。園児たちは「甘くておいしいお芋になあれ！」と元
気いっぱいに声をかけながら、サツマイモのつるを一
本ずつていねいに植え付けました。

　森町水道指定工事店組合(一木宏之組合長)は、6
月1日から7日までの水道週間にあわせ6月3日、町
内の一般家庭や幼稚園、小中学校を対象に給水装
置などの無料点検を実施しました。組合加盟５業者
の組合員が参加し、3グループに分かれて事前申し
込みのあった場所を訪問。外水栓や洗面台の蛇口な
ど、水回りの不具合や水漏れ箇所を手際よく点検・修
理してまわりました。

　６月16日の父の日にちなみ、15日に児童館で「お父さ
んと簡単パン作り」を開催し、親子７組が参加しました。食
推協の会員が講師となり、普段一緒に料理をする機会の
ない親子などが、協力して楽しくパン作りに挑戦。フラン
クパンから作り始め、次に、チョコレート、コーン、チーズ
などを思い思いにパンにのせて、焼き上げました。焼き上
がったパンは、とてもやわらかく、甘い風味がして、参加
者たちは、おいしそうに食べていました。

お父さんとパン作りに挑戦

甘くておいしいお芋になあれ！マクロビオティックを学ぶ

これで安心！水道無料点検

真剣な表情で生地を巻く親子

サツマイモのつるさしに挑戦する一宮幼園児たち

飯田幼稚園で点検を行う組合員

　６月18日、保健福祉センターで「マクロビオティッ
クを学ぶ」が開催され、食推協の会員28人が参加し
ました。マクロビオティックとは、玄米と野菜を中心
に食べる生活術のこと。講師の黒田昭子さんは、焼き
トウモロコシご飯やいわしの梅煮、新じゃがのシャキ
シャキサラダなどを参加者と一緒に作りました。「食
べ物からでも健康になれる。意識をして取り組んでも
らうきっかけになれば」と話していました。

参加者に料理のポイントを伝える黒田さん（中央）
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森
と
海
の
町
交
流
会
&
森
の
昼
ご
は
ん

【
森
町
×
東
伊
豆
町
】

▼手料理を食べながら会話を楽しむ
参加者のみなさん

　

６
月
22
日
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
森

と
町
」で
、東
伊
豆
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
料
理
研
究
家
の
本
多
ま

ゆ
み
さ
ん
を
お
招
き
し「
森
と
海

の
町
交
流
会
＆
森
の
昼
ご
は
ん
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。町
特
産
品

の
甘
々
娘
や
お
茶
を
Ｐ
Ｒ
を
す
る

た
め
、森
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
神
﨑
さ
ん
が
企
画
。町
内
外
か

ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
伊
豆
町
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
と
森
町
産
の
甘
々

娘
、シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
手
料
理
が
完
成
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ご

飯
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ト
マ
ト
の
和

サ
ラ
ダ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
お
や
き
、シ
イ
タ
ケ
の
パ
ン

粉
焼
き
な
ど
の
全
８
品
。「
素
材
の

味
を
生
か
す
た
め
、シ
ン
プ
ル
な

味
付
け
に
し
ま
し
た
」と
語
る
本

多
さ
ん
。食
後
に
は
神
﨑
さ
ん
が

抹
茶
を
点
て
、参
加
者
は
お
菓
子
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。「
普

段
は
ゆ
で
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食

べ
る
こ
と
が
多
い
が
、様
々
な
食
べ

方
が
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲料理手作り中（本多さん）
▼完成した料理

▲食後に抹茶をいただきます

甘くて、うまいら！森町のトウモロコシ
森町特産のトウモロコシ「甘々娘」や「甘太郎」の収穫が、今年も５月下旬から行われ、町内３０箇所を超え
る生産者の直売所やＪＡ遠州中央のマーケットでは、早朝からトウモロコシを求める消費者で連日賑わい
ました。

　
「
甘
々
娘
」の
最
盛
期
を
迎
え

た
６
月
８
日
、森
地
区
の「
森
の

市
」で
は
恒
例
の
と
う
も
ろ
こ
し

収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。朝
９

時
か
ら
約
２
０
０
人
の
行
列
が

で
き
、用
意
さ
れ
た
５
０
０
袋
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
完
売
し
ま
し

た
。

　

一
宮
地
区
の
「
宮
の
市
」に

は
、毎
朝
、各
生
産
者
が
直
接

搬
入
す
る
新
鮮
な
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
店
舗
前
に
並
び
ま
す
。軽

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
下
ろ
さ
れ
た
ば

か
り
の「
甘
々
娘
」や「
グ
ラ
ビ

ス
」が
陳
列
棚
に
並
べ
ら
れ
る
と

ま
た
た
く
間
に
売
れ
て
い
き
ま

す
。お
客
さ
ん
は
両
手
い
っ
ぱ
い

に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
抱
え
、満

足
そ
う
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

森
の
市
・
・
・
・
・
・
・

宮
の
市
・
・
・
・
・
・
・
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消
防
技
術
の
向
上
と
団
員
の
士
気
高
揚
を
図
る「
森
町
消

防
団
消
防
技
術
演
習
査
閲
」が
6
月
30
日
、太
田
川
親
水
公

園
で
行
わ
れ
、５
つ
の
分
団
か
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
、来

賓
や
Ｏ
Ｂ
、住
民
た
ち
が
見
守
る
な
か
、日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、実

火
災
を
想
定
し
た
中
継
放
水
演
習
を
披
露
し
ま
し
た
。27
人

以
上
で
編
成
す
る
各
分
団
の
出
場
部
隊
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
創

意
工
夫
し
な
が
ら
安
全
か
つ
迅
速
に
火
点
め
が
け
て
中
継
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
分
団
の
披
露
終
了
後
に
は
、9
月
8
日
に
焼
津
市
で
行

わ
れ
る
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
の
選
手
紹
介
と
操
法
披

露
が
行
わ
れ
、消
防
団
員
た
ち
の
息
の
合
っ
た
動
き
や
、節
度

あ
る
態
度
に
会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。第五分団による放水のようす

第三分団による演習開始

消防ポンプ車による放水準備

小型可搬ポンプによる放水準備

ホースを伸ばす団員

火点に向かって放水始め

ホースを運ぶ団員たち

県大会出場隊による披露

森町消防団消防技術演習査閲を開催
～各分団が実火災を想定した中継放水を披露～
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病院だより
公立森町病院　☎85-2181

S p o r t   i n f o r m a t i o n

情報

　今年度第１回目の「多職種合同カンファレンス」を、６
月１４日に開催し、８９名が参加しました。
　年３回行っているこのカンファレンスは今年で８年目
を迎えます。森町病院の職員をはじめ、町内の民生児
童委員さんや近隣地域の医療・介護福祉関係者などが
集まり、グループディスカッションを通して顔の見える
関係づくりを深めてきました。
　今年度のテーマは「健康づくりと終末期」です。今回
は、静岡大学人文社会科学部 特任教授 松田純先生
をお招きし、「人生の最終段階をどう支えるのか－地域
包括ケアの課題－」と題して講演を行っていただきまし
た。日本の医療は、病院中心の医療から地域包括ケア
へ大きく転換しつつある、ということなど貴重なお話を
伺いました。
　その後、「医療職・介護職・家族・地域の人々との連携
で、人生の最終段階をどう支えていくか？」をテーマに、
９つのグループ
に分かれて意見
を出し合い、代表
３グループが発
表し、有意義な
会となりました。

　森町病院主催の「町民公開講座」として6月22日
（土）、浜松医科大学整形外科教授の松山幸弘先生を
招いての講演会を森町家庭医療センター2階会議室で
開催しました。参加者は、一般住民や病院職員、病院ボ
ランティアなど約80名。
　はじめに座長の中村院長が参加者に松山教授を紹
介し、その後「背骨が曲がるとロコモになる～運動療法
はロコモを減らせるか？～」と題して松山教授が講演を
行いました。ロコモ（ロコモティブシンドローム）とは、
骨や関節、筋肉など運動器の衰えが原因で、「立つ」「歩
く」といった機能（移動機能）が低下している状態のこと
をいいます。
　講演では、背骨が曲がった患者の症例を、写真や動画
を交えて紹介。手術前と後の患者の変化には会場から「お
おー」と声が上がり、驚きの様子でした。各種体操の紹介
もあり、参加者からのやり方に関する質問には、松山教授
による実演も行われました。
運動を毎日することが大
切、地道な努力が要介護か
ら救うといったお話をいた
だき、参加者は時間を忘れ、
熱心に聴講していました。

「多職種合同カンファレンス」を開催 浜松医科大学整形外科教授講演会を開催

参加者から質問を受ける松山教授話し合いのようす松田特任教授

5月26日（日）／町営グランド
優勝　　飯田チーム
準優勝　園田チーム
３位　　 森チーム

6月9日（日）／町営グランド
優勝　　大久保（一宮支部）
準優勝　天宮（森支部）
※優勝した大久保チームは、8月18日に袋
井市で行われる静岡県父親ソフトボール大
会袋井地区代表決定戦に出場します。

6月23日（日）／町営グランド
優勝　　一宮（一宮支部）
準優勝　栄町（森支部）
※優勝した一宮チームは、西部地域大会に出場します。

6月30日（日）／総合体育館
優勝　　中飯田子ども会
準優勝　園田A子ども会
３位　　 鴨谷子ども会

　第６３回高松宮杯軟式野球県大会
が５月１２日に浅羽球場で行われ、見
事優勝を決めました。7月27日に静
岡県代表として岐阜県可児市で行
われる東海大会に出場します。

6月１６日（日）／岩本山射撃場（富士市）
　森町の猟友会メンバーが、フィー
ルドの部団体で初優勝しました。

第35回森町50歳以上ソフトボール大会 ラッキースターズが
高松宮杯軟式野球県大会優勝

静岡県西部猟友会射撃大会

第56回森町民ソフトボール大会

第13回しずおかスポーツフェスティバル
ソフトボール西部地域大会森町予選会

第28回森町子ども会育成連合会
球技大会（ドッジボール）

6月８日（土）／町営グランド
　飯田青葉少年野球クラブが決勝
に勝ち進み、桜木と対戦し５対２で見
事優勝しました。

第47回少年野球森町大会

優勝したラッキースターズの皆さん
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広報もりまちでは子どもの写真を募集しています。
この機会に、お子さんを「広報紙デビュー」させてみませんか。
　　　　　申・問　役場企画財政課広報統計係（電話85-6306）
　　　　　メール　kouho@town.shizuoka-mori.lg.jp

写真大募集！

わが家のアイドル
・・・・・・・・ 新しい仲間を紹介 ・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊藤那
な ゆ

柚ちゃん→
　　　　（7か月）
　　　　（川久保）

お風呂が大好きな娘。浮輪でプ
カプカ遊びながら入る姿に毎日
癒されています。これからもす
くすく元気に育ってね！

12月に産まれた待望の女の子！
たくさん笑ったりおしゃべりしてく
れるようになりました。最近はシャ
ボン玉をみるのが好きな3人兄妹
の 末っ子ちゃん !これからもなゆ
ちゃんのペースで大きくなってね!

←本橋瑚
こ ま り

茉莉ちゃん
　（４ヶ月）
　（南町）

食推協レポート

食欲増進！彩り豊かなご飯レシピ

食推協おすすめメニュー♪

枝豆入りにんじんご飯
（４人分）336キロカロリー　塩分1.3ｇ

　暑い日が続くと、冷たく口当たりの良い
麺料理が多くなりますが、猛暑を乗り切る
には、やっぱりご飯も大事！おつまみの枝豆
を少し取り分けて、作ってみてはいかがで
しょうか。　　
　塩昆布のうまみと枝豆の食感、にんじん
のすりおろしが加わるので、きれいな彩り
も手伝って、お箸が進むことでしょう。おに
ぎりやお弁当にもおすすめのレシピです。

1米は洗ってざるにあげる。

2にんじんはすりおろす。

3炊飯器に1と2とＡ・水を入れ、軽く混ぜ合
わせて炊く。

4炊き上がったら、キッチンバサミで刻んだ
塩昆布と塩ゆでして、さやから出した枝豆を
混ぜる。

材料（4人分） 作り方

森町健康づくり食生活
推進協議会（食推協）
会員

村松とさのさん
　　　　　（戸綿）

米・・・・・・・・・・・２合
水・・・・・・・・・・・400cc
にんじん・・・・1/3本（50g）
しょうゆ・・・・・小さじ1/2
塩・・・・・・・・・・・小さじ1/3
酒・・・・・・・・・・・大さじ１
塩昆布・・・・・・15g
枝豆・・・・・・・・・50g

（さやから出したもの）
塩・・・・・・・・・・・適量

A

リトミックランド
テーマ「梅雨の季節」

　６月28日、１人で歩ける子から未就園児とその保
護者を対象に、保健福祉センターで「リトミックラン
ド」が開催され、親子20組が参加。飯田妙子さんと
関貞代さんを講師に迎え、音楽に合わせて体を動
かしたり、タンバリンやカスタネットなどの楽器を鳴
らしながら、親子のふれあいを楽しみました。
　梅雨の季節にちなみ、画用紙で作られたカエル
やカタツムリともごあいさつ。参加した保護者から
は「たくさんの楽器で遊ぶことができて、いい機会
になりました」
な ど の 感 想
が聞かれまし
た。
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ミキホール公演ガイド

健診・講座・講演会など

夜間・休日救急
公立森町病院　☎85-2181
家庭医療クリニック巡回診療

☎85-1340
●上野平公民館（上野平）
9日（金）9：00～11：00受付
●三丸会館(三倉大久保)
23日（金）9：00～11：00受付

●ボディトークを楽しむ会
20日（火）13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉課保健係
☎85-6330

所
問

保健福祉センター駐車場
森のKトラ市実行委員会

（商工会内） ☎85-3126

所
問

●森のKトラ市
24日（土）9：30～12：00

町内各所
（15日は文化会館小ホール）

所

森ほたる実行委員会
☎090-1823-1686（伊藤）

問

●森ほたる
9日（金）～15日（木）日暮れ～21：00頃

太田川親水公園
森町商工会　☎85-3126

所
問

●森町納涼花火大会
15日（木）19：15～20：45

天竜浜名湖鉄道遠州森駅
遠州木三の里連
☎090-1472-6189

所
問

●古着市
18日（日）8：30～15：00

●Ｌｅｔ'ｓ Ｅｎｊｏｙポールウォーキング
　「町民の森（南ゲート）」
30日（金）9：30～12：30
集合場所　森町保健福祉センター

地域包括支援センター係
☎85-6341

問・申

森アリーナトレーニング室
地域包括支援センター係
☎85-6341

所
問・申

●森アリーナトレーニング教室
7日（水）、21日（水）、28日（水）
14：00～15：30
定員　5名
対象　65歳以上の方

※取扱時間などは各販売所にお問合せください。※各公演の出演者・内容などは、都合により変更する場合がありますので、ご了承ください。
 問  森町文化会館　☎85-1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日

上記公演のチケット
のお求めは…

森町文化会館(85-1111)/袋井市月見の里学遊館(49-3400)/磐田市竜洋なぎの木会館(59-3232)/磐田市情報館（ららぽーと磐田1Ｆ）（38-3974）/兵藤楽器
店掛川本店(0537-23-0245) /アクトシティ浜松チケットセンター(053-451-1130) /チケットぴあ(0570-02-9999  Pコード　(音楽劇：148-389　キエフバ
レエ：493-704　米朝一門会：494-368　歌謡コンサート:149-104　小室 等:155-230)

健康・医療 ８月 おでかけ・催し ８月

ところ：森町文化会館 大ホール ところ：森町文化会館 大ホール

音楽劇「二人のモーツァルト」

出演者：熊本マリ・桂米團治

自らを生まれ変わりと称する噺家と情熱の
ピアニストが同時にモーツァルトを演ずる
不思議な音楽劇！

チャイコフスキー夢の３大バレエ
バレエ界最高傑作「くるみ割り人形」

「白鳥の湖」「眠れる森の美女」
熊本マリによる名曲演奏や米團治師匠のピアノ
ソロ？ありのエンターテインメント

開場 18：00
開演 18：30

開場 13：30
開演 14：00

ところ：森町文化会館 
　　　 大ホール

ところ：森町文化会館 
　　　 大ホール

ところ：森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会

キエフ・クラシック・バレエ

桂 米朝一門会

湯原昌幸vs純烈vs竹川美子

小室 等の歌語り

（桂ざこば・桂南光・桂米團治・桂吉弥ほか総勢６人）

※3歳以下の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会 共催：インプレサリオ東京

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会　
制作協力：米朝事務所

※未就学児の入場はご遠慮ください。主催：森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会

一 般
友 の 会

5,000円
4,500円

(税込)入場料 全席指定

一 般
友 の 会

6,000円
5,500円

(税込)入場料 全席指定

一 般
友 の 会

3,000円
2,500円

(税込)入場料 全席指定

役場税務課　☎85-6308問

・税務課
所得・課税証明、納税証明の発行など
※固定資産・法人関係等の証明は発行できません。

役場住民生活課  ☎85-6312問

●開庁日時
7日（水）、14日（水）、21日（水）、28日（水）
19：00まで

※転入・転出などの住所異動の手続きはできません。

・住民生活課
戸籍・住民票・印鑑証明書・旅券の
交付など

夜間の窓口開庁 ８月

チケット
好評

発売中！

チケット
残り

わずか！

チケット
好評

発売中！

チケット
好評

発売中！

８25

チ ケ ット 発 売 日  
いずれも9:00～

友 の 会
一 　 般
電話予約

：
：
：

8月3日(土)
8月4日(日)
8月6日(火)

歌謡コンサートin森町　　
開場 14：00
開演 14：30

開場 13：30
開演 14：00

開場 14：30
開演 15：00

日

土９ ８２

９ ８

日

８ 29
木

土１１ ３２
全席
指定

一 般
友 の 会
高 校 生 以 下

4,000円
3,500円
1,500円

入場料(税込)

全席
指定

一 般
友 の 会

4,000円
3,500円

入場料(税込)

アクティ森 ☎８５-０１１５（水曜定休）

　アクティ森では、9/8(日)までの土・日・祝日、
お盆期間限定で、『鮎のつかみ取り』を開催して
います!時間は10時～15時、料金は1匹700円
(税込)です。つかみ取った鮎は、その場で塩焼き
に。焼きたての鮎の味は格別ですよ！今年の夏
はぜひ、アクティ森へお越しください！
問

夏休みイベント「鮎のつかみ取り」
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Living guide

あらすじ

町県民税……………………第2期分
国民健康保険税……………第2期分
介護保険料（普通徴収）……第3期分
後期高齢者医療保険料（普通徴収）
………………………………第1期分

（納期限9月2日）

●予防接種のしおり交付
5日（月）受付9：15～9：30
●6か月児相談
2日（金）受付9：00～9：30
●1歳6か月児相談
7日（水）受付13：15～13：45
●2歳児健診
16日（金）受付9：00～9：30 

●おはなしぶらんこ
毎週土曜日10：30～11：00

●森のくまさん広場
毎週水曜日11：00～11：30

●絵手紙教室
10日（土）14：30～15：00

●手作りクラブ
7日（水）、21日（水）13：30～14：30

●水あそび
2日（金）10：30～11：10
●すくすくクラブ
8（木）10：00～11：00

●折り紙教室
17日（土）14：30～15：00

●夏休みイベント
（水着運動会）（親水公園）
9日（金）10：00～11：30

●作ってみよう
3日（土）14：30～15：00

●お楽しみゲーム大会
24日（土）14：30～15：00
●移動児童館（飯田小）
28日（水）15：00～16：15

●移動子育て支援センター
　／（三倉総合センター）
23日（金）10：00～11：15

●のびのびクラブ
22日（木）10：00～11：00　

●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9：00～17：00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715

子育て支援センターイベント情報
☎85-2839　月曜休館

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

健診・相談
保健福祉センター
役場保健福祉課☎85-6330

所
問

納税など

　森町・袋井市・磐田市を舞台に家族の絆を描いた映画「明日に
かける橋」のＤＶＤが完成。館内で視聴可能ですので、是非ご覧く
ださい！
　　　　 弟が交通事故で死んでから家族は崩壊。父は会社が
倒産し酒に溺れ、母は入院。みゆきが両親を支えている。ある日、
願いが叶うという明日橋を渡ると弟が死んだ1989年にタイムス
リップ。弟を救えれば未来は幸せになれるのか?

中東遠地域を舞台にした話題の市民映画がＤＶＤ化！

●延長開館お知らせ●
毎週水曜日に加え下記期間は午後７時まで開館します。

8月20日(火)～8月23日(金)

　太平洋戦争末期、東京から東北へ集団疎開してきた小学生た
ち。青い目を持つ少女・清子と、捨て子で疎開先の寺の養女・リツ
はお互いを嫌悪するが…。

一般書　「コイコワレ」
乾 ルカ著　中央公論新社

　　　　　　　「明日にかける橋 1989年の想い出」
太田 隆文監督，鈴木 杏主演

　家庭での食中毒の発生件数
は、飲食店に次いで多く、注意が
必要です。
　食 中 毒の予防は、食 中 毒 菌
を「つけない」、「増やさない」、
「やっつける」こと、食中毒の原
因ウイルスを「持ち込まない」、
「ひろげない」ことです。以下のこ
とに気をつけ、食中毒を予防しま
しょう。

掛川年金事務所
☎0537-21-5521

問

●年金相談(要予約)　 
14日（水）9：30～12：00

所 町

役場産業課　☎85-6319所・問

●消費生活相談
水曜日は消費生活相談員駐在
平日8：30～17：15

●心配ごと相談
5日(月)、19日(月)9：00～12：00

所 保 問 社

●人権相談
8日（木）13：00～15：00

所 町 問 住

●結婚相談
11日（日）9：00～11：30

所 保 問 社

●障がい等地域生活相談室
　（要予約）（知的・発達障がい）
9日（金）、23日（金）
9：00～16：00 所 保 問 保

●森町成年後見制度相談所（要予約）
6日（火）13：30～16：00 所 保 問 社

食中毒を予防しよう！

相談 8月 子育て 8月

8月

図書館

　 森町立図書館 ☎85-1113 （9：00～17：00 水曜のみ19：00まで。月曜休館）
※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日

問

町民生活センター
保健福祉センター

所 町
保

役場住民生活課☎85-6312
役場保健福祉課☎85-1800
社会福祉協議会☎85-5769

問 住
保
社

視聴覚(ＤＶＤ)

つけない⇒調理前は手をよく
洗う、生ものと調理済み食品を
別に扱う
増やさない⇒調理後速やかに
食べる、残ったものは冷蔵庫で
保存　
やっつける⇒７５℃で１分以上
の加熱処理、温め直しも十分に
加熱

１．

２．

３．
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丹誠会　鈴木定子
☎・ＦＡＸ　0539-62-3075、
鈴木なほ子　
☎・ＦＡＸ　23-5749、　
事務局　吉村千穂　
☎・ＦＡＸ　35-6127

問・申

心の病を持つ人の
「家族による家族学習会」

　統合失調症などを持つ人の家族が
経験を語り合い共有しながら､正しい
知識や当事者への対応の仕方などを
一緒に学んでいきます。

8月17日（土）、24日（土）、
9月7日（土）、15日（日）、
28日（土）、10月5日（土）
13：30～16：30
磐田市豊田福祉センター
2階小会議室

（磐田市弥藤太島500-1）
原則として中遠地域に住む人
10人程度（家族なら2人可）
1,500円(テキスト代含む)
8月9日(金)までに電話ま
たはFAXで

と　き

ところ

対　象
その他
参加費
申込み

令和元年度自衛官等募集
について

①航空学生②一般曹候補
生③自衛官候補生
①海上18歳以上23歳未
満の者 高卒（見込み者含む）　
航空18歳以上21歳未満
の者  高卒（見込み者含む）
②③18歳以上33歳未満
①②7月1日（月）～9月6日

（金）  ③年間通じて受付
①1次試験9月16日（月）
②1次試験9月22日（日）
③受付時にお知らせします。
受付時にお知らせします。

募集種目

受験資格

受付期間

試験日

会　場
問 担当広報官　

☎080-4362-3547
自衛隊静岡地方協力本部袋井地
域事務所　☎43-3717

催し
オレンジカフェを開催します

8月8日（木）
14：00～16：00
森町病院食堂

と　き

ところ
問 役場保健福祉課

地域包括支援センター係　　
☎85-6341

家族で見て、楽しめる！「パッケージ
サラダができるまで」サラダクラブ　

遠州工場見学（7/6～開始）
と　き

ところ

対　象

内　容

申込方法

申込期間

その他

毎週土曜日10：00～11：15
（9：45受付開始）　
サラダクラブ遠州工場（向
天方888）
小学生以上　1団体10名
まで小学生以下のお子さ
んは保護者同伴のご見学
をお願いします。
パッケージサラダができる
までが学べ、製造ラインが
見学でき、お野菜クイズや
パッケージサラダの試食が
できる（所要時間約75分）
電話で（9：30～12：00、
13：00～16：00）（完全予約制）
予約受付中。原則、見学希
望日の1週間前に締め切り、
2ヶ月前から受け付けます。
参加費無料、工場内は撮影禁止

問 サラダクラブ遠州工場ご案内係
☎85-0752
HP　https://www.saladclub.jp/
health/health02/factory_tour.html

消費税軽減税率制度等
説明会の開催
8月7日（水）
10：00～11：00/13：30～14：30
磐田税務署法人課税第一部問　
☎32-6111

（自動音声案内「2」を選択）

と　き

ところ

防衛省（自衛隊）採用制度説明会
と　き

ところ

内　容

対　象

その他

7月20日（土）10：00～12：00　
7月27日（土）10：00～12：00
森町町民生活センター2階
講義室Ａ
自衛隊に就職をお考えの
方、関心のある方への採用
制度説明
18歳以上～33歳未満（高
卒見込含）
申込不要、直接会場へ

問 担当広報官　
☎080-4362-3547
自衛隊袋井地域事務所　
☎43-3717

　県民の日おもてなしイベントとして、
森町観光ボランティアガイドが蓮華寺
をご案内します。

県民の日おもてなしイベント
古刹・蓮華寺にて

「幸せを呼ぶ鐘を鳴らそう！」

8月24日（土）
9：30～11：40
蓮華寺
蓮華寺にて宝物資料館等
を見学　森のお茶、和菓子
のサービス、鐘つき体験
要事前予約

と　き

ところ
内　容

その他
問 森町観光ボランティアガイド　　

☎85-6319　FAX　85-5259

講　義

ところ

その他

申込み

問 役場保健福祉課　障害福祉係　
☎85-1800　ＦＡＸ　85-1294

31日は除く）及び1月23日
（木）、19：00～21：00
（全3回）日程が決まり次
第、受講生に直接連絡
森町保健福祉センター2階　
機能回復訓練室
定員15人

（定員になり次第締切）
参加費無料、
ただし、テキスト代（税込み
3,240円）は実費となります。
8月16日（金）までに電話また
はFAXで住所・氏名・電話番号
を付して申し込みください。　

実習指導教員・看護教員を募集
東海アクシス看護専門学校

実習指導教員または看護教員
経験年数や大学での科目
履修条件などがあります。
10月18日（金）まで
令和2年4月
試験日、場所は直接連絡
※受験資格、試験方法など
詳しくはお問い合わせくだ
さい。

募集職種
受験資格

受付期間
採用時期
その他

問 東海アクシス看護専門学校　
総務課庶務係　　
☎43-8111（代表）

7月15日(月・祝)～8月31日(土)

森のなつやすみ

応募要項、規約は、町
ホームページでご覧
いただけます

インスタグラムで森女HAPPYプロ
ジェクト（morijo_happy_project）
をフォローし、「＃フォトコンテスト森町」、

「＃森のなつやすみ」の両方と撮影場
所を記載して投稿

第2回森女HAPPYプロジェクト
インスタグラムフォトコンテスト募集

応募期間

テーマ

賞   品

応募方法

その他

問 役場企画財政課
企画係
☎85-6305

最優秀賞(1点)　2万円相当の森女
HAPPYプロジェクトセレクト森町産品
詰め合わせ
優秀賞(5点)　8千円相当の森女
HAPPYプロジェクトセレクト森町産品
詰め合わせ
森女HAPPYで賞(10点)　3千円相
当の森女HAPPYプロジェクトセレクト
森町産品詰め合わせ
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Information

募集
「手話奉仕員養成講座・入門編」

受講生募集
　手話に興味のある方、手話通訳者
を目指したい方を対象に「手話奉仕
員養成講座・入門編」を開催します。あ
なたも手話を学んでみませんか。

町内在住・在勤で手話を学
びたい18歳以上の方

（全18回）とき9月3日（火）
～1月14日（火）の毎週火
曜日（10月22日、12月24日・

対象者

講　座

編
集
後
記 （　）内は先月比

7月1日現在

世帯数

人口 男
女
計

6,614世帯（－3 ）

（−16）
（－2 ）
（−18）

9,131
9,190

18,321

スマホアプリで
広報もりまち配信！!

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら
か
ら

アプリは 無 料です
が、通信費は別途発
生しますのでご注意
ください。

※

人の動き

検索マチイロ

▼
子
ど
も
向
け
の
講
座
が
ス
タ
ー
ト

し
た
森
の
夢
づ
く
り
大
学
。運
動
系

に
文
化
系
な
ど
、様
々
な
講
座
が
開

か
れ
、楽
し
そ
う
に
受
講
す
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。意
欲

的
な
先
生
方
の
元
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
で
き
る
良
い
機
会
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

 （
ゆ
）

▼
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、菖
蒲
、

紫
陽
花
、桔
梗
と
色
と
り
ど
り
の
見

事
な
花
々
の
取
材
を
通
し
て
、花
を

見
て
い
る
人
た
ち
の
穏
や
か
な
笑
顔

に
出
会
い
、改
め
て
森
町
の
自
然
の

豊
か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。自
分
た

ち
の
子
や
孫
の
世
代
ま
で
残
し
て

あ
げ
た
い
で
す
。

（
た
）

お知らせ

問 役場保健福祉課厚生係
☎85-1800

児童手当等現況届
のお知らせ

　児童扶養手当を受けている人は、
毎年８月に「児童扶養手当現況届」を
提出することになっています。この
届けは、毎年８月１日現在の受給者
の状況、前年所得などを確認し、8月
分以降の手当支給の有無を決定す
るためのものです。現在、児童扶養
手当を受けている人は、７月下旬に
通知が届きますので注意事項を確認
のうえ、必要書類を添えて、８月２３日

（金）までに保健福祉センター内保
健福祉課へ提出してください。
　なお、この届けが２年間未提出の
場合には、受給資格が消滅しますの
でご注意ください。

問 役場産業課林政係
☎85-6317

　令和元年度の募金額は551,430
円になりました。ご協力ありがとうご
ざいました。募金は森林づくりや緑
化の推進などに使われます。

「緑の募金」のご報告

富士山マイカー規制
のお知らせ

　富士山の自然保護と渋滞のない
安全で快適な登山を目的にマイカー
規制を実施します。有料の乗換駐車
場を利用し、有料のシャトルバス・タ
クシーにお乗換ください。
規制区間富士宮口（富士山スカイラ
イン）、須走口（ふじあざみライン）
規制期間7月10日（水）～9月10日（火）

問

問 県道路企画課
☎054(221)3359　
HP　http://www.pref.shizuoka.
jp/kensetsu/ke-210/fujisan/

森町立図書館
☎８５－１１１３

　森町立図書館では、夏季学習室を
開催します。夏休みの課題や資格取
得・受験勉強などの自主学習にぜひ
ご利用ください。

●学習室内に「飲食コーナー」を設置
します。
●開設日及び会場は、図書館ホーム
ページと館内で掲示します。日程等
を変更する場合がありますので、図
書館までお問い合わせください。

「夏季学習室」を開設します

８月３日(土)～24日(土)
(月曜休館日を除く)
９：００～１６：４５
文化会館研修室ほか
中学生～一般(小学生は保
護者同伴で利用可能)

期　間

時　間
会　場
対　象

はかりの検査を
受けましょう

　「証明・取引」に使用するはかりは
定期検査が必要です。受検者には検
査日の約10日前に「計量器定期検
査通知書（はがき）」が送付されます。
定期検査の対象となるはかり
・商店や工場等で取引に使うはかり
・薬局等で薬剤調合用に使うはかり
・荷物運送業等で荷物の料金を決め
るために使うはかり
・茶、乾しいたけ等を販売するために
使うはかり
・学校・病院等で健康診断書の作成
のために使うはかり

問 静岡県計量協会
☎054-278-8308
役場産業課商工観光係
☎85-6319

検査日 時間 会場
7月29日
（月）

11：00～
14：30

三倉総合
センター

7月30日
（火）

10：30～
15：00 森町役場

7月31日
（水）

10：30～
15：00 森町役場

8月1日
（木）

10：30～
15：00 森町役場

相談
～ひとりで悩まず、電話してください～

静岡地方法務局
静岡県人権擁護委員連合会　
HP　https://www.jinken.
go.jp/kodomo

主　催

全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間

8月29日(木)～9月4日(水)
8：30～19：00
ただし土・日曜日は
10：00～17：00
☎0120-007-110

（通話料無料）

期　間
時　間

電話番号

　いじめや体罰、虐待などで困って
いたら、お電話ください。家族からの
相談も受け付けています。

母子家庭等就業・
自立支援センター　
☎054-254-1191

問・申

ひとり親家庭のための出
張個別相談会
8月8日(木)
9：30～16：00（1人30分）
袋井市役所3階301会議室

（袋井市新屋1丁目1-1）
生活・就業・法律の相談会
参加費無料
託児あり（要予約・無料）
予約優先・当日受付可

と　き

ところ
内　容

その他
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６
月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
小
國
神
社

の
花
し
ょ
う
ぶ
。8
0
0
坪
の
園
内
に
は
、

自
然
豊
か
な
緑
を
背
景
に
白
・
紫
・
ピ
ン
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な
ど
80
種
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本
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が
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に
咲
き
競
い
ま
す
。

　
６
月
下
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
香
勝
寺
の

き
き
ょ
う
。境
内
に
整
備
さ
れ
た
園
内
に

は
、15
種
類
4
万
5
千
株
以
上
の
き
き
ょ

う
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。鑑
賞
し
な
が

ら
散
歩
で
き
ま
す
。

　森町には四季を通じて、花を楽しめる名所があります。春に
は桜、初夏から秋にかけては、花しょうぶ、あじさい、ききょう、
はぎ、秋にはもみじが彩り、町内外から多くの人が訪れます。
　訪れた人は散策をしながら、会話を楽しんだり、写真を撮っ
たりと、ゆったりとおだやかな時間を過ごしています。

小
國
神
社

　花
し
ょ
う
ぶ

　
６
月
中
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
極
楽
寺
の

あ
じ
さ
い
。「
極
楽
へ
ゆ
く
人
の
乗
る
紫
の

雲
の
色
な
る
あ
じ
さ
い
の
花
」と
行
基
の

詠
ん
だ
歌
そ
の
ま
ま
に
、境
内
の
参
道
か

ら
裏
山
ま
で
50
種
類
以
上
約
1
万
3
千
株

が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
鍜
治
島

門
田
地
区
の
半
夏
生
。
葉
の
半
分
が
お

化
粧
を
し
た
よ
う
に
白
く
な
る
不
思
議

な
特
徴
を
持
っ
た
ド
ク
ダ
ミ
科
の
植
物
。

暦
の
上
で
は
、夏
至
か
ら
11
日
目
を「
半

夏
生
」と
呼
び
、こ
の
頃
に
花
が
咲
き
、葉

が
白
く
な
る
こ

と
か
ら
、
半
夏

生
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

極
楽
寺

　あ
じ
さ
い

鍛
治
島

　半
夏
生

香
勝
寺

　き
き
ょ
う

遠州の小京都で
　　　　　季節を楽しむ

花めぐり花めぐり

白
色
と
紫
色
が

混
じ
っ
た
珍
し
い
花
。

の
ど
や
呼
吸
器
に

効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

▲開園式のようす

ききょうアイス

広
報

も
り

ま
ち

　
令

和
元

年
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企
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財
政

課
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印
刷

/松
本

印
刷

株
式

会
社

〒
437-0293 静

岡
県

周
智

郡
森

町
森

2101-1  TEL/0538-85-6306
森

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
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 http://w

w
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リ
サ
イ
ク
ル
適
正
A

こ
の
印
刷
物
は
、印
刷
用
の
紙
へ

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す


